
タイにおける津波とその被害

日本・タイ合同津波調査団
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1. 何故，Phuket 島と Khao Lak か ?

■地震の影響がほとんどない

■市街地や居住区の津波



２．調査目的

■地震・津波の実体解明への貢献

■被害想定の基礎資料の収集

■被害のメカニズム解明（流速，流体力）

■減災対策のヒント，等



３．Phuket 島と Khao Lak における津波

From BBC



■津波（遡上）高の分布

■人も自然も同じ

津波（遡上）高の分布



■市街地・居住区の津波

■Patong ビーチ
R=5~6m
h≒2m
u=3~4m/s
F=0.9~1.7tf/m2

■Khao Lak
R=6~10m
h=4~7m
u=6~8m/s
F=3.8~6.7tf/m2

ここで，R は津波（遡上）高さ，h は浸水深，u は流速，
F は単位面積当たりの力．

■水も自ら道を切り開くのは難しい
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被災例１

壁が壊された煉瓦造の家屋（Patongビーチ）



被災例２

3階部分まで浸水したホテル（Khao Lak）



被災例３

地盤が流され，大破に至った建物（Khao Lak）



浸水深 3.9m
流速 7.1m/s

土砂の大量移動



■植生の効果

地盤高=3.65m，
浸水深=4.94m，
植生域厚=14m，
植生密度=0.27％．



約 150m 北に位置

地盤高=3.53m，
浸水深=4.64m，
植生域厚=28m，
植生密度=0.42％.



４．課題・提言

■M=9.0の地震（今までの方法で想定可能？）

■建物の破壊基準

■氾濫流速

■漂流物を伴う氾濫流（段波理論の適用）

■漂流物の衝突力

■植生の効果

■その他



■今までの方法で想定可能？

主な地震津波

1797. 2.10   M=8, m=3
1833.11.24  M=8.25, m=2.5
1843. 1. 5.   M=7.25, m=2
1861. 2.16   M=8.5, m=3
1907. 1. 4.   M=7.5, m=2
2004.1.26    M=9.0, m=4

（電力中央研究所：松山
氏）



■建物の破壊基準

家屋の造り別の大破に至る流速と抗力(1994)＊

＊松冨英夫・首藤伸夫：津波の浸水深，流速と家屋被害，
海岸工学論文集，第41巻，pp.246-250, 1994.



浸水深と家屋の被害程度の関係.

洗掘による被害もある！



■氾濫流速

7.94m

4.93m
海岸から約 0.9km 内陸に位置する
形をとどめた数少ない家屋の1つ．家
屋前背面の浸水痕跡からピーク時の
氾濫流速は約7.7m/sと推定された．



5.6m

ビデオの撮られたところ．

（海岸から約1.5km内
陸）

浸水深 3.9m
流速 5.8m/s

ビデオ 5.4m/s

3.9m



表-1 過去の津波氾濫流速



推定法の一般化

( )yxfhhgCu rfv ,)(2 −= (Cv≅0.9)

  

浸水深と氾濫流速の関係



30.5m 15.8m

■小山による氾濫流速の評価

セメント工場と港の間に位置する小山前・背面での津
波痕跡高．概算で流速は 16m/s程度と推定される．



■漂流物を伴う氾濫流

浸水深 ≅ 1.6m
流 速 ≅ 5m/s

（電力中央研究所：榊山
氏）



段波によるモデル化

漂流物を伴う段波のモデル

段波上流側での漂流物の分
布次第で伝播速度は変化

基礎式：
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ここで，ρは海水の密度，ρ0は漂流物の密度，ρfは段波下流の空
隙部の密度，e は段波下流の漂流物域の空隙率，h2  は段波上流側

の水深，u2  は段波上流側の流速，ωは段波伝播速度．
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油の流出？津波は6m程度．
■火事
■異物の飲み込み3



■漂流物の衝突力

内陸約3kmまで漂流した2,500トンの発電船．



■植生の効果

西海岸のLhoknga村における最大遡上点付近の折
損した木々．右上に見えるのはセメント工場用の港．


